
01.19 ⾦

真核⽣物のゲノムが産⽣する多数の⻑鎖ノンコーディングRNA（lncRNA）の中には、膜を持たな
い⾮膜オルガネラの構造⾻格として働くarchitectural �RNA(arcRNA)が存在する。近年、⾮膜
オルガネラは液滴の性状を持ち、細胞内相分離現象を介して形成されることが⽰され、arcRNAは
そうした相分離の起点となることが明らかになった。つまりarcRNAは、天然変性領域を介した相
分離誘導活性を持つ複数のRNA結合タンパク質を選択的にRNA上に集約することによって周囲に
相分離を誘発し、特定のサイズや形状を持つ⾮膜オルガネラを細胞内の決まった部位に形成するこ
とができる。こうして形成された⾮膜オルガネラの相分離空間は、「⽣化学反応のるつぼ」「因⼦
を係留するスポンジ」「クロマチンハブ」といった特徴的な制御機能を担っている。このような⾮
膜オルガネラの構築から作動に⾄る過程は、すべてarcRNAの配列中にプログラムされている。本
講演では、arcRNAが先導する相分離を介した⾮膜オルガネラの構造構築と機能制御に関する私た
ちの最新知⾒を紹介し、さらに現在進⾏しているゲノム中に潜む新たなarcRNA探索の状況につい
ても紹介したい。
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